
２０２２年 ３月 ７日（曇り） 第１週 第２３７8回例会

Song ”君が代・奉仕の理想”

Visitor 塩谷和久君（名古屋中RC）、加藤久雄君

（名古屋葵RC）、井口貴嗣君（豊橋RC）

Guest 米山奨学生 牟 桐君

Attendance

会員 ６８名 欠席 ８名 出席率 ８５．７１％

President Time 家田安啓 会長

皆さん、こんにちは。本日は、地区社会奉仕委員会塩谷

和久委員長をお迎えしての卓話です。また、米山奨学生の

ム・トン君が今月で卒業します。あっという間の１年でし

たが、この米山記念奨学金は、世界平和のための奨学金で

す。ム・トン君には今後ともロータリークラブの活動にご

協力いただきますよう、お願い申し上げます。

さて、今日はウクライナという国について、お話しよう

と思います。そのため、同国の歴史を調べてみましたが、

沢山の国が登場し、説明しきれないほど複雑な歴史でした

ので、極めて簡単にお話することにします。今から、3万4

000年ほど前にはすでにウクライナ地方に人が住んでいた

ことが解っているそうです。その後、紀元前のギリシャ時

代に黒海沿岸に植民都市がつくられ、ローマ時代を経て、

9世紀ころから13世紀中ごろまで、キエフ大公国という強

大な国がウクライナ地方を中心に存在したそうです。この

時代が、ウクライナの人たちのアイデンティティの基礎と

なっているそうです。日本では、平安時代から鎌倉時代ぐ

らいでしょうか。その後は、いろいろな国に併合されたり、

分割されたりして、第2次世界大戦が終了したところで、

ソビエト連邦に飲み込まれました。ソビエト連邦の崩壊に

より、1991年に独立し、中立国の宣言をしていたそうで

すが、国のトップが変わるたびに、欧米に近づいたり、ロ

シアに近づいたりして、紛争が続いていたようです。今回

の戦争の理由はよく分かりませんし、その出口もよくわか

らないようですが、一刻も早く終結してほしいものです。

「ウクライナ情勢に関する国際ロータリーからの声明」が

出されています。国際ロータリーは、その声明の中で、「世

界最大の人道支援団体の一つとして、ロータリーは「平和」

を世界的使命の礎としてきました。私たちは、国際社会と

ともに即座の停戦、ロシア軍の撤退、および対話を通じた

対立解決のための外交努力の再開を求めます。」と述べ、「私

Today ３月２６日（第２３８０回）

担当 小倉廣三 親睦活動委員長

演題 春の家族会 於：不動温泉

（3/28例会振替）

Next Week ４月 ４日（第２３８１回）

担当 加藤春視 プログラム委員長

演題 卓話「棋士伝 藤井聡汰物語」

講談師 旭堂 鱗林氏



たちは今、この悲劇的な出来事に直面しているウクライナ

の ロータリー会員や人びとのために祈ります。」と述べて

います。残念ながら、今の私たちには祈るしかないのが実

情ですが、ロータリー財団管理委員長から届いたメールで

は、ロータリー災害救援基金への寄付のお願いが掲載され

ています。是非ともご協力をお願いします。なお、この声

明に賛同する趣旨で、日本語訳の全文をウィークリーに掲

載したいと思います。

【ウクライナ情勢に関する国際ロータリーからの声明】

ウクライナと世界の人びとにとって、痛ましく悲惨な状

況となっています。ロータリーは、ウクライナにおける状

況悪化と、人命の喪失および人道的苦難が深刻化している

ことを深く懸念しています。ウクライナに対する軍事行動

が続けば、地域の荒廃を招くだけでなく、欧州と世界にも

悲惨な結果が広がる恐れがあります。

世界最大の人道支援団体の一つとして、ロータリーは「平

和」を世界的使命の礎としてきました。私たちは、国際社

会とともに即座の停戦、ロシア軍の撤退、および対話を通

じた対立解決のための外交努力の再開を求めます。過去10

年間、ウクライナ、ロシア、および近隣諸国のロータリー

クラブは、国の違いを超えて、親善を推進し、戦争や暴力

の被害者への支援を先導する平和構築プロジェクトに積極

的に取り組んできました。私たちは今、この悲劇的な出来

事に直面しているウクライナのロータリー会員や人びとの

ために祈ります。国際ロータリーは、救援物資や支援を提

供し、ウクライナ地域に平和をもたらすために全力を尽く

します。 国際ロータリー

Secretary Report 中島英之 幹事

１ ロータリーレートが3月1日より1ドル116円に変更と

なりました。

２ 3月12日尾張分区IM、4月15日西尾張分区チャリテ

ィゴルフは中止となりました。それに伴い、3月14日

（月）は休会となります。

３ 次回例会は3月26日（土）春の家族会です。3月28日

（月）の例会振替です。

４ 鈴村與左衛門君に国際ロータリー第2760地区2022-

23年度国際奉仕委員会委員長・WFF実行委員会委員

の委嘱状が参りました。

５ 児玉憲之君に国際ロータリー第2760地区2022-23

年度公共イメージ向上委員会副委員長の委嘱状が参り

ました。

６ 加藤 徹君に国際ロータリー第2760地区2022-23

年度職業奉仕委員会委員の委嘱状が参りました。

７ 黒川元則君に国際ロータリー第2760地区2022-23

年度米山記念奨学委員会委員の委嘱状が参りました。

８ 第9回定例理事会のご案内

日時 3月7日（月）18：00

場所 民芸割烹 八雲

９ 第4回次期準備理事会のご案内

日時 3月7日（月）例会終了後

場所 アイリス

１０ 次年度委員長会議のご案内

日時 4月11日（月）18：00

場所 桂の間 名鉄GH 11F

１１ 当クラブの会員にも、新型コロナ感染症の陽性者が

出ております。本人の行動確認により、例会には影

響がないと思われますが、十分に気をつけて頂きま

すようお願い申し上げます。

米山奨学生 牟 桐君に奨学金贈呈



ニ コ ボ ッ ク ス

ご投函有り難うございます

塩谷和久君（名古屋中RC）、加藤久雄君（名古屋葵RC）、

井口貴嗣君（豊橋RC）

本日は卓話をさせて戴きます。どうぞよろしくお願い

いたします。

家田安啓 会長

ウクライナの戦争が早く終結することを祈ります。

谷川浩司 副会長

地区社会奉仕委員会の皆様、本日よろしくお願いしま

す。

中島英之 幹事

ニコボックスの皆さん、いつも有難うございます。

伊藤 淳君

この度転勤が決まりました。3月25日より北海道に行

きます。道東支社という北海道の東半分を管轄する支

社で、四国の1.6倍の広さがあります。人はあまり住

んでいませんが。

現在引っ越しの為、フィギュアの箱詰めに大忙しです。

8ヶ月という大変短い間でしたが、お世話になりまし

た。あまRCのますますのご発展を心よりお祈り申し

上げます。

大竹敬一君

前回ガバナー訪問で、遅刻した分もニコボックスへ。

ただ入院続きで金欠なので、これくらいでご勘弁を…。

栗木和夫君

42日間お酒を飲むのを休んでいたら、お金がたまると

思っていたら、なんと体重が3.5㎏増えました。嬉し

い？悔しい！

伊藤英毅君

昨日、孫が来て家を散らかしてくれました。女房と共

に片付けは楽しい仕事でした。

北野庸夫君

久々にバスと電車で来ました。早く着きすぎました！

児玉憲之君

地区社会奉仕委員会委員長の塩谷和久君、副委員長加

藤久雄君、本日の卓話、楽しみにしております。よろ

しくお願いします。

黒川元則君

コーラス合唱曲、音符が読めないのでCDを聴いての

練習、大変です。

黒野晃太郎君

ウクライナ、頑張れ！

水野 眞君

戦争が始まりかけてます。一兵卒だった事を思い出し

てます。進展にならない様祈るのみです。平和を願っ

てます。

中澤浩一君

卓話者の地区社会奉仕委員会の皆様、有難うございま

す。よろしくお願い申し上げます。

小倉廣三君

春の家族会ご参加の皆さん、よろしくお願いいたしま

す。33名のご参加となりました。

武井 正君

気温の上昇と共に、ドラゴンズも地元オープン戦2連

勝と好スタート。東区出身の鵜飼選手が開幕スタメン

に名乗りを上げる大活躍など、今シーズンは非常に楽

しみです。

2月・3月お誕生日の皆様より

合 計 ７１，０００円

卓 話

地区社会奉仕委員会

委員長 塩谷和久君

皆さん、こんにちは。ご紹介に預かりました、地区社会



奉仕委員会委員長の塩谷和久です。本日はあまロータリー

クラブさんの卓話にお招き戴きまして、ありがとうござい

ます。

私は名古屋中ロータリークラブに2011年に入会してこ

の１月で12年目になりました。地区社会奉仕委員会への出

向は、８年目になります。あまロータリークラブの鈴村さ

んが地区社会奉仕委員長でいらした時に出向致しました。

その後、二代あとの委員長に就任し、今年で３年の任期が

終わりますので、地区社会奉仕委員長のお役目も６月末で

卒業予定です。卒業後の次年度は、篭橋ガバナーを支える

お役目を拝命致しました。

本日の卓話では、加藤副委員長と井口委員に同行しても

らい、社会奉仕委員会の活動内容と、地区内で社会奉仕活

動を実際に進めているクラブのご紹介をしてもらいます。

その前に私の方からは地区社会奉仕委員会のご紹介と、最

近の地区社会奉仕委員会のトピックスをいくつかお話し

させて戴きます。

地区社会奉仕委員会は、各クラブから出向戴いている14

名で構成されています。その中で、環境保全グループ、RC

Cグループ、社会奉仕グループと大きく3つのグループに

分かれており、それぞれのグループを３人の副委員長が担

当しています。地区社会奉仕委員会は、地区内の各クラブ

の皆さんが社会奉仕関連活動を進めるにあたり、その活動

がしやすいようにサポートする事がその主たる役割です。

その為に関連情報を積極的に各クラブに提供をしていき、

また一方で各クラブの年度ごとの活動内容を取り纏めて地

区内各クラブに情報発信して情報共有する事により、各ク

ラブの社会奉仕活動がより活発に行われるようなお手伝い

をしています。具体的な活動としては、各クラブからのご

依頼を元に、今日のように地区社会奉仕委員が各クラブに

卓話に伺って社会奉仕活動関連の情報提供をさせて戴き、

皆さんのクラブが社会奉仕活動を見つけるお手伝いをして

います。また年度の終盤に各クラブの活動内容を提出戴き、

取り纏めたものを、CD-ROMにして、各クラブに配布を

し、情報共有を進めています。こういったCD-ROMを配

布していますが、皆さん見られた事は有るでしょうか？こ

のCD-ROMの中には、コロナ禍で例会の開催も儘ならな

いような状況下であっても、様々な社会奉仕関連活動をさ

れたクラブの活動実績がたくさん記録されています。あま

ロータリークラブさんでも、このCD-ROMを見て戴き、

次年度以降の社会奉仕活動の内容を決める参考にしていっ

て戴ければと思います。今年度もこのCD-ROMを作成予

定です。４月には各クラブから活動内容をお出し戴く予定

ですので、ご協力の程、どうぞよろしくお願いします。ま

た先月2月14日には、地区内クラブ社会奉仕委員長会議を

ZOOM会議の形で開催致しました。社会奉仕委員長の児玉

さん、ご視聴戴けましたでしょうか？沓名ガバナーにもZ

OOMにてリモート参加して戴き、ご挨拶を賜りました。

会議では愛知県環境局環境政策部課長から、愛知県の環境

政策に関するお話しを、また愛知県と名古屋市の社会福祉

協議会の方々からは、子ども食堂を始めとする社会的弱者

への居場所の提供事業や、愛知県内のボランティア活動等

についてお話し戴き、情報発信を致しました。各クラブに

おいての社会奉仕活動のヒントになるお話しもたくさんあ

ったのではないかと思います。また2月27日には、名古屋

の平和公園でWFFカーボンゼロ記念植樹のセレモニーを開

催しました。名古屋市内26のクラブの会長、幹事、社会奉

仕委員長に集まってもらい、26本のヤマザクラを植樹し、

名古屋市への寄付のセレモニーを行いました。その様子は、

東海テレビやCBC、メーテレ等で放映され、ロータリーク

ラブの公共イメージ向上に役立てる事が出来たと思います。

あまロータリークラブさんも３月27日に愛西市親水公園

総合運動場で、津島ロータリークラブとご一緒に植樹をさ

れると聞いています。こちらも是非とも、皆さんで盛り上

げて戴き、カーボンゼロへの貢献とロータリークラブの公

共イメージの向上を進めて戴きたいです。そして、4月23

・24日には、3年ぶりにワールドフードふれ愛フェスタが

開催されますので、是非とも例会変更にて現地で例会を開

催して戴き、ポリオゼロ、コロナゼロ、カーボンゼロを目

指したこのフェスタにご参加戴きたいです。

今日は、これから加藤副委員長と井口委員のお二人に話

してもらいます。社会奉仕委員会が実際にどんな活動をし

ているのかについて、地区内の他のクラブの活動事例を

織り交ぜながらご紹介します。

先月2月24日に、ロシアによるウクライナへの侵攻が

始まり、戦争状態になっています。こういった社会奉仕活

動や環境保全活動に関しても、この国が平和であるからこ

そ初めて推進出来る事であると思います。一刻も早く世界

から戦争や紛争が無くなる事を心から願いながら、私のご

挨拶を終わらせて戴きます。どうもありがとうございまし



た。

地区社会奉仕委員会

副委員長 加藤久雄君

コロナ禍において人との接触がはばかれ、コニュミケー

ション機会、地域社会との相互信頼関係を築くことが難し

くなっています。そんな中地域のリーダー的存在であるロ

ータリーメンバーは経営者としての専門知識また知恵をい

かしながら自身の中で持続可能な良い変化を生むために人

々が手を取り合って行動することを目指すことが必要です。

例えば新型コロナ関連、子ども食堂など困窮している子ど

もへの支援、社会福祉協議会との連携、継続事業・地域へ

の寄付等があげられます。コロナ関連といえば、マスクや

防護服の支援の需要は医療機関や保育園ではまだあると思

われます。福祉協議会との連携は協議会が増加、多様化す

る地域の課題・ニーズへ対応が難しくなっているところを

ロータリークラブがサポート出来るのではないでしょう

か？また、こども食堂など困窮している子どもたちへ支援

に向かうだけではなく、その中で地域の課題・ニーズの取

りこぼしを防がなくてはなりません。継続事業としている

もの、例えば東日本大震災支援などもいえます。今後、お

年寄りだけではなく、子育て世帯、若者いずれも地域で孤

立していく問題が出てきます。コロナ禍により孤立が深刻

化していくのではないか？このことは、コロナ禍で社会的

・経済的影響を受ける母子家庭などの困窮世帯への支援が

今後増し、地方自治体の財政悪化、社会福祉協議会の予算

減少、そして地域の課題・ニーズへの対応が絞られてしま

うことが予想されます。そこでロータリークラブの社会奉

仕事業の重要性が増すもと考えます。しかしただ単に、品

物やお金を寄付するのではなく、その現場をみてどうした

らその環境を変えられるか、個々の家庭レベルの目線での

提案対策に協働して、寄り添うことが出来るか？関わって

いけるかが大事ではないでしょうか？

クラブの奉仕とは、そもそもなにか？奉仕先にどう差し

上げれば心から喜こんでいただけるか？立ち留まって考え

る必要があるとかんがえます。

最後にRCCの活動に取り組みに対しても考えていただくの

も良い機会ではないでしょうか。また、そのような団体と

手を取ることによってRCC活動に発展する可能もあると考

えます。

あまＲＣの活動

クリーンコミュニケーションイン大江＆蟹江川

あま市福祉協議会、子ども食堂（マトリカリア、実成寺玄

米みんなの食堂）

地区社会奉仕委員会

委員 井口貴嗣君

皆さん、こんにちは。地区社会奉仕委員会 RCC担当委

員の井口貴嗣と申します。豊橋RCから出向させて頂いてお

ります。

あまRCには以前の地区社会奉仕委員会で大変お世話にな

りました、鈴村さんがいらっしゃるということで、本日は

喜んで卓話にお邪魔させて頂きましたが、このような卓話

は不慣れなためお聞き苦しいところもあると思いますが、

お付き合い頂けたらと思います。

塩谷委員長からは、この委員会の概略についてお話があ

りました。加藤副委員長、次年度委員長になりますが、今



後の地区社会奉仕委員会が進む方向性などについてのお話

を頂きました。私からは、昨年度の地区内クラブの活動の

中からいくつかの事業を紹介させて頂きます。委員会では

年度末に地区内の各クラブの社会奉仕活動の内容を取りま

とめてCD-ROMを配布する事業をしております。本日は

その中から紹介を6個の事業を紹介させて頂きます。

昨年度のあまRCの社会奉仕活動は、小学校において「森

を守り木に触れ合う」という内容の特別出前事業をされケ

ーブルテレビでの放映や新聞への掲載されるなど、とても

素晴らしい活動をされております。また東白川村での植林

体験や苗木の寄贈などされておりますが、本日紹介する他

クラブの活動が今後のあまRC様の参考になれば幸いです。

まず始めに、豊田西RCの活動について説明させて頂きま

す。そして次に、知立RCの活動を説明させて頂きます。続

きまして、名古屋名南RCの活動の説明をします。そして名

古屋東南RCの活動を報告致します。次は、江南RCの事業

になります。そして最後になります、我らは東三河分区 渥

美RCの活動を説明させて頂きます。

豊田西RC

名古屋東南RC

以上、いくつかの活動を報告させて頂きました。本年度

も年度末には地区内クラブの活動をまとめたCD-ROMを

各クラブに配布予定です。ぜひご覧頂いて活用頂けたらと

思います。私からの説明は以上になります。ご清聴ありが

とうございました。

委員会の活動としましては、委員会会議を２ヵ月に一回

のペースで開催しております。また年１回の委員長会議を

予定しております。当初、地区内クラブ社会奉仕委員長会

議は昨年９月に予定しておりましたが、新型コロナにより

延期になり、本年の２月１４日月曜日Zoomによるオンラ

インでの開催致しました。委員長会議の内容ですが、環境

保全については愛知県環境局環境政策部自然環境課の課長

にお越し頂いて、愛知県での環境保全活動やSDGｓについ

てのお話をして頂く予定です。また愛知県社会福祉協議会

の部長、名古屋市社会福祉協議会の副会長にお越し頂き、

今後の社会奉仕活動に役立つお話をして頂けるとのことで

す。

他の活動としましては、地区内のクラブの社会奉仕・環

境保全・RCC委員会の活動現況調査、情報収集をさせて頂

きまして、それを取りまとめ各クラブにお配りしたいと考

えております。以前は２回委員長会議を行っていましたの

で、２回目の委員長会議の時に各クラブの活動の中で新し

い試みや他にない事業などを、委員会で選考して会場で活

動報告を発表して頂き、表彰しておりました。今年より委

員長会議を１回にしたため、取りまとめた情報を各クラブ

に提供させて頂く予定でおります。また他クラブに呼ばれ

卓話に行く活動もあります。このコロナ禍なのでさすがに

少ないようですが、以前は私も年間５回くらい卓話で呼ば

れ、環境保全の担当でしたので、愛知県の環境部の担当の

方と他クラブへお邪魔するなんてことをしておりました。

4年前の豊橋RCの鈴木良昌会長も出演されてましてTECの

説明をして頂いております。それでは５分ほどのビデオで

すがご覧ください。

私は豊橋なので、あまと豊橋で愛知県の東と西になり、

あまりあまについては詳しくありません。


